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１．目的 

マツタケは重要な食材であるが、その発生量は数十トンに激減したため、栽培化が期待

されている。マツタケは、アカマツの根と共生し、菌根と呼ばれる共生器官を形成し、マ

ツから栄養分を吸収している。マツの無菌苗にマツタケを感染させることは可能だが、感

染苗は子実体（きのこ）を発生させる能力はない。マツタケの感染苗を林地に定着させ、

「シロ」と呼ばれるアカマツとマツタケの根圏集落を土壌中に形成させることで、子実体

を発生させることが可能になる。本研究は、マツタケのシロ形成技術を開発するとともに、

ＤＮＡ解析技術によりシロ形成に適した林地を判別する方法を開発し、マツタケ生産に向

けた技術に発展させることを目的とする。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

 マツタケ人工シロの作製技術を開発するため、大型培養容器（5L, 10L）にブドウ糖、乾

燥酵母、塩化第二鉄を含む培養液を入れた粗粒の日向土にマツタケ培養菌糸を接種し、約

一か月後に表面殺菌したアカマツ実生を植えて、照明付きの培養器に入れることで、人工

シロの作成技術を開発した。短期間で確実にマツタケシロを形成するために、菌根形成が

特に良好な 2菌株を選抜し、これら感染苗を合わせて人工シロを作製する技術を開発した。

また土壌へのエビオス添加により菌根形成量の改善傾向が認められた菌株も見られ、成長

の優良なマツタケ感染苗作成技術を開発した。 

 シロ形成に適した林地の判別技術を開発するため、土壌中のマツタケを特異的に検出で

きる定量 PCR 用のプラーマーを開発した。既知菌体量と DNA 定量値との間に高い相関関係

が得られ、開発した手法を用いて、マツタケ発生地のシロ近傍、マツタケ－アカマツ共生

菌根苗の内部、移植後の菌根苗近傍で、土壌内部のマツタケ菌糸の定量に成功した。茨城

県、奈良県の試験地で、本手法がマツタケシロ作成のための適地判別に適していることを

検証した。 
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５．評価結果の概要 

 当初の計画を達成され、さらに、当初には予想していなかったアカマツ以外の樹種を用

いたシロの形成に成功するなど、多くの成果が得られており、今後の研究への発展が期待

されます。また、マツタケ菌体量の測定技術を開発し、感染苗の作成や野外への感染苗の

導入試験の結果を定量的に評価できるようになったことが、大きな成果だと思います。さ

らに、感染苗作出の効率化や菌根苗から大型取り木苗への再感染の成功など、マツタケの

人工栽培に近づく成果も得られていると思います。全体として、当初の研究計画を達成し、

十分な成果が得られたと思います。多くの研究成果を公表されており、当初の目標を十分

に達成したと評価します。 
 

６．評価において指摘された事項への対応 
 マツタケ人工栽培のための技術開発をさらに進めるとともにプロジェクト化に取り組む。



達成した成果は、論文、普及誌やマニュアル等の形で積極的に公表する。 


